
コンソーシアム名 高梁川流域テレワーク推進コンソーシアム

コンソーシアム
参加機関名

（下線は代表機関）

 一般社団法人高梁川プレゼンターレ
 倉敷芸術科学大学
 倉敷市
 一般社団法人日本テレワーク協会

地方移動者数 従業員：4人 個人：1人 地元ワーカー数 従業員：1人 個人：10人

事業概要

倉敷美観地区近隣の、同一敷地内にある「古民家」２棟と、「蔵」１棟を活用し、「旧倉敷・稲荷町テレワークセンター（仮称）」を
整備する。２棟の古民家は、「コンテンツ系事業者向け」及び「IT事業者向け」のサテライトオフィスとし、蔵は、サテライトオフィス利用者
及び地元テレワーカーが利用可能なミーティングスペース及び作業スペースとする計画である。
また、本事業においては、倉敷市が平成28年度「テレワークで紡ぐデータキャピタル事業」で整備した、テレワーク支援システムやオンライ
ン教育コンテンツ等を最大限活用しつつ、中枢連携都市圏内の近隣他市のテレワーク拠点と連携する。

平成29年度予算ふるさとテレワーク推進事業
10．2020年に向けたテレワークで紡ぐデータキャピタル活用流動創生事業
提案者名 一般社団法人高梁川プレゼンターレ （実施地域名 ： 倉敷市（岡山県））

美観地区近隣の古民家を活用した
倉敷らしいテレワーク拠点

中枢連携都市圏の
テレワーク拠点連携

平成28年度から推進されている
テレワーク推進事業資産の活用


